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環境史年表ワーキンググループ担当メンバー

地域班担当者

サハリン班：なし

北海道班： 右代啓視ushiro.hiroshi@pref.hokkaido.lg.jp (職場),ushiro_h@wave.plala.or.jp (自宅)

東北班：三戸幸久HZW01315@nifty.com
中部班：寺島宏貴tera_sitespecific0919@hotmail.com
近畿班：堀内美緒h-mio@a01.mbox.media.kyoto-u.ac.jp
九州班：上野淳也junya-u1378@hotmail.co.jp
奄美沖縄班：蛯原一平ipeebi@yd6.so-net.ne.jp
サポート

古生態班：未定

HU-map：関野樹sekino@chikyu.ac.jp

事務：辻野亮turi@chikyu.ac.jp

地球研：佐々木尚子，石丸恵利子，村上由美子，瀬尾明弘，湯本貴和

ushiro.hiroshi@pref.hokkaido.lg.jp, ushiro_h@wave.plala.or.jp, HZW01315@nifty.com,  tera_sitespecific0919@hotmail.com, h-mio@a01.mbox.media.kyoto-u.ac.jp, junya-u1378@hotmail.co.jp, ipeebi@yd6.so-net.ne.jp, sekino@chikyu.ac.jp, turi@chikyu.ac.jp, sasaki_n@chikyu.ac.jp, ishimaru@chikyu.ac.jp, mura@chikyu.ac.jp, aseo@chikyu.ac.jp, yumoto@chikyu.ac.jp
第1回環境史ワーキンググループ研究会

2008年10月20日，地球研4研究室にて会合．

参加者：湯本貴和，三戸幸久，寺島宏貴，堀内美緒，上野淳也，蛯原一平，関野樹，村上由美子，瀬尾明弘，辻野亮

湯本さんによる趣旨説明

関野さんによるHU-mapの説明

各地域班担当者による担当地域での環境史年表のおさらい．

北から順に，東北班，中部班，近畿班，九州班，奄美沖縄班による説明と質疑．

＜休憩＞

議論

スケーリングの問題－基盤データの範囲ともかかわる

· ガバナンスレイヤー層

· 個人～行政単位（藩・集落・古代の郡）

· 小さな変化が大きな変化につながる．ガバナンスの変化がどの層から発生し，どのように波及するのか．

· どこまで標準化できるのか．

· 時代・空間スケール

目盛の問題：近現代になるほど記述できる事柄の密度は濃くなるけれども古代などはあまりない．

各班には特有の切り口がある．

年表とはgeneralなものの気がするが，各巻（各班）が特定のテーマをもってまとめる．

すべての巻で取り扱うべき基盤データ

人口，世帯数

気候：気温など計測されるようになってからのデータ．各地域スケールでは気候変動を取り扱えるデータはなかろう．日本列島スケールまたは北半球スケールで議論する必要がある．

植生：氷見山さんの日本列島アトラス（1850年ころ以降のデータ），地域特異的なボーリングコアデータ（切り口を考える．近畿におけるマツ属花粉の変化，秋山における焼畑作物の花粉など）．

社会・経済システムの変化

技術革新：二期作，品種改良，

山林・田畑の面積

動物相

災害：火山・地震・水害・津波・冷害

それぞれの巻で取り扱うべき基盤データ

各巻において議論の中心となるテーマに即した基盤データは以下のようになろう．

草と原巻：牛馬，火山，草原の草の利用形態，阿蘇氏の年表，草原の面積，観光客数，植林・新田開発，災害

里と林巻：薪炭林面積，炭・薪の生産量，商品作物の導入史，禿山の歴史（件数・場所）

海と島巻：水族，海産生物資源（海棲哺乳類・ジュゴン・ラッコ・ナマコ・ヤコウガイ・コンブ・ニシン・など）の捕獲量，マングローブ・魚付林の面積と分布，災害

山と森巻：森林地図，植物種の分布と利用形態，牛馬の戸籍・個体数，地形発達史，乱伐による森林面積の変化，伐採量の変化，観光客数，植林・新田開発，コウゾ・ウルシなどの植林，果樹

ただし，これらはデータとして利用可能かは考えず，羅列した項目なので利用可能かどうかはまた別途考える．

個別資料をケーススタディーとして年表化する

· 資源の枯渇と克服の歴史を資料として裏付けられるのか．

· 法律，法制度，考え方の歴史，税制史，開発史，基地問題，行政によるトップダウンがどれほど有効か，争論（人と人のコンフリクト），

· 一覧性：一目でわかる形に収める．

· 適切な策（政策・技術革新の導入など）によって生産性や石高は高くなったのか（たとえば，米沢藩では飢饉の年でも餓死者が出なかった．これは政治過程によるのだろうか）．まじめにやったら良くなるのか．良くなった点と悪くなった点． 

· 地域の需給バランスがとれていたのか．

· 繰り返される現象に対して各時代各地域の人々がなにをどう行ってきたのか．

今回の集まりでの議題

1） 人間文化研究機構で開発しているツールを利用するか．

蓄積されつつデータを利用可能な形で継承する意味，共同研究としての情報共有，統一したフォームで環境史年表を議論する意味などにおいて利用する価値は高いので利用する．

開発中のソフトはまだ一般に公開する段階ではないので関野さんを通じてメンバーに配布し，データ作成とインポートを行う．辻野がまずソフトの使い方を関野さんから学ぶ．

2） 次の会合の時期（阿蘇でのコアメンバ会議によると12月全体集会までに2,3回集まるとした）

あと一月半でどこまで新規データの作成ができるかは疑問．もう一度会って話し合うのではなく，全体集会の直前に日程をくっつけて，現在までに得られている年表の基データをインポートして成果物を見ることで，全体集会で話すべき内容を議論する．すなわち日程は2008年12月5日の昼から翌日の昼まで．地球研にて行う．遠方からの来所者には地球研ハウスの予約を早速とる．三戸さん，上野さん，寺島さん，堀内さんが対象者なので， 1人部屋を4つ予約した．

3） それまでにすること．

それぞれの巻とすべての巻で取り扱うべき基盤データ，さらに個別資料をエクセルのデータにまとめる．現在手元にあるか，ちょっと調べればわかる程度のデータを対象としてまとめ，今回データとして出すことができない（または難しい）ものはとりあえず無視する．全体集会では環境史WGがどの方向を向いてどの程度までやっているのかを発表する（だれがどうやって発表するかは追々考える）．

12月5日にいきなり各自がデータを持ち寄ってデータインポートすることは無理なので，11月半ばぐらいを目処に辻野がWGメンバーからデータを送ってもらってあらかじめ試行錯誤しておく．

2008/11/20くらいから各地域班のデータを送ってもらいHu-Timeにインポートできる形に整形していった．

さらに鬼頭(2000)などによって日本列島の人口データを入力し，インポートした．

気温の変遷データを既存の論文などから引用してデジタイズした．

